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【はじめに】背景

？



【はじめに】目的

一方的 自発的



【概要】理解度チェックの作成

食品衛生理解度チェック

・食中毒菌、ウイルス基礎知識

・７種の項目を１０問

・３つの文章のうち１つ正解

・難易度は低く設定

問題

・HACCPの認知度

・問題の難易度

アンケート

５分で簡単！



【概要】理解度チェックの配布

解説リンク



【結果】(1)集計結果 問題の正答率
・宿泊施設75件
・責任者、調理従事者等159人

１  ノロウイルス①(ウイルス) 58.5％

2  黄色ブドウ球菌               84.9％

3  ノロウイルス②(環境要因) 86.2％

4  ウエルシュ菌               88.1％

全体の正答率が低かった問題

正答率90％未満
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責任者：36人 調理従事者：100人

 手洗いは、2回繰り返して
 も意味がない。

 ノロウイルスの食中毒は、
 カキなどの二枚貝の生食で
 発症することがほとんどだ。

 ノロウイルスに感染しても、
 症状が出ない場合がある。

責任者：36人 調理従事者：100人

【結果】(1)集計結果 問題の回答内訳

１  ノロウイルス①(ウイルス) 58.5％
ノロウイルス
 ＝カキ、嘔吐下痢
  回答が分散

４人

48人

84人

イメージ



【結果】(1)集計結果 HACCPアンケート
回答：

調理従事者のうち、
意味を知らない、
聞いたことがない

調理従事者のうち、
計画を確認したことが
ない 

調理従事者のうち、
記録をつけていない、
わからない 

責任者認知度100％

「記録をつけている」

責任者36人 調理従事者100人



責任者、調理従事者ともに

50％以上が

「易しかった」と回答

【結果】(1)集計結果 問題の難易度

50％

責任者 調理従事者



【結果】(2)フィードバック 

・食中毒防止講習会でフィードバック

 受講者：1171人（宿泊施設を含む）

・正答率が低い問題に焦点を当て、資料を作成。

講習会に参加できない従事者にも

受講の機会を与えるため、講習動画を作成



講習会資料
(JUST Focus)

動画生成AI
(Write Video)

県公式チャンネル
(You Tube)

限定公開

生成AIを活用し、動画を手軽に作成

取込み 動画up

【結果】(2)フィードバック 動画作成



・講習会受講が難しい従事者の

 教育に役立てるよう呼びかけ

・再生回数137回(12月末時点)

【結果】(2)フィードバック 動画の配布



一般飲食店
・今年の講習会はいつもと違って良かった。
・問題がクイズみたいで面白かった。意外と間違えた。

宿 泊 施 設
・動画は従業員教育に役立った。
・社内教育では触れたことのない、黄色ブドウ球菌
 やウエルシュ菌について、動画で学べて良かった。

【結果】(3)宿泊施設･講習会受講者からの感想･意見



【考察】

講習会
フィードバック

教育

動画提供、周知徹底

理解度チェック


